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日
の
本
中
央

�

た
い
ま
つ
祭

　

日
の
本
中
央
ま
つ
り
が
９
月
７
日
か
ら
９

日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
日
に
行
わ

れ
た
「
た
い
ま
つ
祭
」
は
、
こ
の
地
方
を
支

配
し
て
い
た
蝦
夷
の
一
族
が
五
穀
豊
穣
な
ど

を
祈
願
し
た
風
習
を
再
現
し
た
祭
り
。

平
和
と
繁
栄
の
火
を
灯
す

今
に
伝
え
し
祝
い
の
舞

5
・
6
・
7
青
年
協
議
会
の
男
衆
が
10

本
の
た
い
ま
つ
へ
火
を
灯
す
。
天
を
焦

が
す
炎
は
五
穀
豊
穣
を
願
う
我
々
の
思

い
を
の
せ
て
天
へ
と
還
る
。

8
東
翔
太
鼓
の
鼓
動
が
響
く
中
、
た
い

ま
つ
の
炎
は
天
高
く
燃
え
盛
り
夜
空
を

焦
が
し
た
。
そ
の
様
子
を
「
日
本
中
央

の
碑
」
が
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
。

1
・
2
坂
上
田
村
麻
呂
軍
と
都
母
の
民

と
の
戦
い
の
の
ち
和
議
が
結
ば
れ
、
そ

の
和
議
を
起
因
と
し
た
舞
を
現
在
ま
で

伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
上
板
橋
剣

舞
と
言
わ
れ
て
い
る
。

火 興 し の 儀

3・4商工会青年部が古式にのっとり「まいぎり」で
炎を興す。その炎はかがり火へと点火されていく。

　

祭
り
の
起
源
と
な
っ
て
い
る
の
は
石
文
集

落
付
近
で
見
つ
か
っ
た
「
日
本
中
央
の
碑
」。

平
安
末
期
の
文
献
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
弓
の

先
端
で
日
本
中
央
と
石
に
刻
み
つ
け
た
と
い

う
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
伝
説
の
「
つ

ぼ
の
い
し
ぶ
み
」
で
は
な
い
か
と
議
論
を
呼

び
ま
し
た
。
い
ま
だ
真
偽
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
悠
久
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
ミ
ス
テ

リ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
地
域
住
民
に
と
っ
て

祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

1

2

3

4 5

7

6 8
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日の本中央まつり

神楽囃子
競技大会

祭り囃子
競技大会

ナニャドヤラ
大会

優　勝� 坂下町

日
の
本
中
央
ま
つ
り

フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

オータムフェスタ
パレード

準優勝� 栄　町

優秀賞� 元　町

優　勝� 緑　町

準優勝� 栄　町

優秀賞� 表　町

最優秀賞� 表町ひまわりの会優秀賞� さくら会
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沼山助内さんお別れの会 日の本中央まつり・洪水痕跡標示板除幕式

60年前に発生した洪水被害を忘れない
小川原湖公園に洪水痕跡標示板を設置

　

小
川
原
湖
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
（
委
員
長
・
蛯
名
鉱
治
町
長
）
が

９
月
26
日
、
小
川
原
湖
公
園
で
小
川
原

湖
洪
水
痕
跡
標
示
板
の
除
幕
式
を
行

い
、
参
加
し
た
関
係
者
約
30
人
が
洪
水

被
害
の
風
化
を
防
ぎ
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
１
９
５
８
年
９
月
26
日
か

ら
27
日
に
か
け
て
本
町
を
襲
っ
た
台
風

22
号
の
豪
雨
で
小
川
原
湖
の
水
位
が

上
昇
（
最
高
水
位
Ｔ
．
Ｐ
・+

２
・
79

㍍
）。
死
者
３
名
、
負
傷
者
17
名
、
床

上
・
床
下
浸
水
２
８
０
１
戸
と
甚
大
な

被
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
今
年
で
60
年
を

迎
え
、
当
時
の
惨
事
を
「
絶
対
に
忘
れ

な
い
災
害
」
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
小
川
原
湖
公
園
内
中
央
桟

橋
前
に
洪
水
痕
跡
標
示
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

除
幕
式
で
は
参
加
者
の
黙
祷
後
、
蛯

名
鉱
治
町
長
が
「
町
民
の
防
災
意
識
を

高
め
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

町
で
も
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
と
も
に
災
害

に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
東
北

町
名
誉
町
民
で
元
東
北
町
長
・
沼
山

助
内
さ
ん
の
お
別
れ
の
会
が
10
月
14

日
、
東
北
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
祭
壇
に
は
白
菊
で
囲
ま
れ

た
遺
影
が
飾
ら
れ
、
遺
族
を
は
じ

め
、
町
民
や
関
係
者
ら
約
１
５
０
人

が
故
人
と
の
最
後
の
別
れ
を
惜
し
み

ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
会
で
は
、
参
会
者
の
黙

祷
後
、
蛯
名
鉱
治
町
長
が
故
人
の
足

跡
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
東
北
町
の

将
来
を
気
に
掛
け
て
い
た
だ
い
た
沼

山
さ
ん
の
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、

時
代
を
引
き
継
ぐ
私
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
、
心
豊
か
な
生
活
と
安
全
・
安

心
な
ま
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
た
え
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う
」と
述
べ
、

続
い
て
、
笹
倉
健
町
議
会
議
長
、
友

人
代
表
・
岡
山
三
代
治
さ
ん
も
お
別

れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
会
者
に
よ
る
献
花
、

最
後
に
遺
族
を
代
表
し
て
沼
山
助
直

さ
ん
が
「
父
が
残
し
て
く
れ
た
も
の

を
受
け
継
ぎ
、
東
北
町
の
た
め
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

沼
山
さ
ん
は
大
正
５
年
、
甲
地

村
（
現
東
北
町
）
に
生
ま
れ
、
青
森

県
立
三
本
木
農
学
校
に
進
ま
れ
ま
し

た
。
卒
業
後
は
公
立
甲
地
青
年
学
校

教
員
、
青
森
県
職
員
、
東
北
町
農
業

委
員
会
会
長
、
東
北
町
議
会
議
長
な

名誉町民・沼山助内さんお別れの会
参会者が故人の功績をしのぶ

ど
を
経
て
昭
和
54
年
に
東
北
町
長
に

就
任
。
平
成
元
年
４
月
に
勲
五
等
双

光
旭
日
章
、
平
成
29
年
８
月
に
は
名

誉
町
民
の
称
号
を
受
章
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
故
人
の
逝
去
後
の
10
月

14
日
、
蛯
名
鉱
治
町
長
か
ら
息
子
の

沼
山
助
直
さ
ん
へ
９
月
21
日
付
け
で

国
か
ら
発
令
さ
れ
た
叙
位
（
正
六

位
）
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
な
経
歴
）

◆
昭
和
42
年
５
月
～
昭
和
54
年
４
月

　

東
北
町
議
会
議
員

�

（
内 

議
長
１
期
）

◆
昭
和
44
年
７
月
～
昭
和
50
年
７
月

　

東
北
町
農
業
委
員
会
会
長

◆
昭
和
50
年
10
月
～
昭
和
54
年
４
月

　

東
北
町
農
業
協
同
組
合
長

◆
昭
和
54
年
５
月
～
昭
和
62
年
４
月

　

東
北
町
長

◆
昭
和
59
年
４
月
～
平
成
７
年
５
月

　

小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
長

（
主
な
表
彰
な
ど
）

◆
平
成
元
年
４
月

　

勲
五
等
双
光
旭
日
章

�

（
地
方
自
治
功
労
）

◆
平
成
29
年
８
月

　

東
北
町
名
誉
町
民
称
号

◆
平
成
30
年
９
月

　

叙
位
（
正
六
位
）

仮装大会

最優秀賞� えんびじゃ～ず優秀賞� 東北自衛隊＆協力会

小川原湖公園に設置された標示板除幕式の様子

当時の洪水被害の様子。写真中央の上野財産区記念碑は現

在も小川原湖公園に残されている。
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天間美嘉さん全国制覇まちの話題

天
間
美
嘉
さ
ん
（
東
北
中
２
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
大
会
・

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

Ｕ
―
14
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

�

全 
国 
制 

覇 

！
　

天
間
美
嘉
さ
ん
（
東
北
中
２
年
）

が
９
月
15
～
16
日
に
広
島
県
で
開
催

し
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
・
第
25
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
・
女
子

Ｕ
―
14
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
、
ダ
ブ

ル
ス
で
準
優
勝
の
快
挙
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
予
選
リ
ー
グ
Ｈ

組
を
１
位
通
過
。
各
組
を
１
位
通
過

し
た
８
人
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
は
１
回
戦
・
中
谷
さ
く
ら
選
手

（
兵
庫
県
）、
準
決
勝
・
近
坂
優
衣
選

手
（
和
歌
山
県
）
に
と
も
に
４
対
１

で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
昨
年
の
覇
者
・
松
岡
琴

美
選
手
（
岡
山
県
）。
天
間
さ
ん
は

小
学
校
６
年
生
の
出
場
時
に
予
選
で

対
戦
し
て
お
り
、「
２
ポ
イ
ン
ト
し

か
と
れ
ず
に
負
け
て
悔
し
か
っ
た
。

次
は
負
け
た
く
な
い
」
と
闘
志
を
燃

や
し
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
を
懸
け
て
臨
ん
だ
決
勝
戦
で

は
２
対
３
で
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
握

ら
れ
な
が
ら
も
、「
諦
め
な
い
気
持

ち
と
強
気
の
プ
レ
ー
で
流
れ
が
変

わ
っ
た
」
と
語
る
よ
う
に
逆
転
し
て

４
対
３
で
見
事
全
国
の
頂
点
に
立
ち

ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
谷
さ
く
ら
選
手
と
組
ん

だ
ダ
ブ
ル
ス
で
は
決
勝
戦
で
松
岡
琴

美
選
手
・
向
畑
奈
々
未
選
手
（
大
坂

府
）
ペ
ア
に
敗
れ
た
も
の
の
準
優
勝

し
ま
し
た
。

　

天
間
さ
ん
は
９
月
21
日
に
東
北
町

役
場
を
訪
れ
、
蛯
名
鉱
治
町
長
と
沼

尾
一
秋
教
育
長
に
優
勝
の
喜
び
を
報

告
。「
調
子
は
良
く
な
か
っ
た
が
、

決
勝
戦
で
は
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
で
き

た
」
と
笑
顔
で
優
勝
を
振
り
返
り
、

蛯
名
町
長
は
「
全
国
大
会
で
優
勝
す

る
の
は
至
難
の
業
。
天
間
さ
ん
の
努

力
が
身
を
結
ん
だ
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
の
大
会
で
も
優
勝
で
き
る
よ
う
練

習
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
優
勝
を
た

た
え
て
い
ま
し
た
。

青森中央学院大学の学生が今回初参加しました

最後はＰ－１グランプリ参加者とゲストの方々で仲
良く記念撮影しました。お疲れさまでした！

当日は町内外から多くの親子連れが訪れていた

東
翔
太
鼓
・
鶴
ケ
崎
祐
岐
さ
ん

美味満彩祭り＆Ｐ（ピザ）－１グランプリ　同時開催！

大
太
鼓
で
日
本
一
決
定
戦
に
挑
戦
！
　

in　小川原湖交流センター「宝湖館」　

　

和
太
鼓
団
体
「
東
翔
太
鼓
」
の
鶴
ケ
崎
祐
岐
さ
ん
が
９
月
25
日
、
東
北
町
役
場

の
蛯
名
鉱
治
町
長
と
沼
尾
一
秋
教
育
長
を
訪
ね
、
宮
城
県
名
取
市
で
開
催
さ
れ
た

「
太
鼓
祭
ｉ
ｎ
な
と
り　

第
６
回
北
日
本
大
会
」
の
大
太
鼓
の
部
で
優
勝
し
た
喜
び

と
日
本
一
決
定
戦
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

鶴
ケ
崎
さ
ん
は
北
海
道
と
東
北
６
県
を
対
象
と
し
た
同
大
会
で
、
１
次
審
査

（
ビ
デ
オ
審
査
）
か
ら
５
名
が
選
出
さ
れ
て
行
わ
れ
る
本
選
に
出
場
。
昨
年
に
続
き

２
回
目
の
挑
戦
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

鶴
ケ
崎
さ
ん
は
今
後
、
12
月
９
日
に
埼
玉
県
大
宮
市
で
開
催
さ
れ
る
「
太
鼓
祭

ｉ
ｎ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
２
０
１
８　

第
10
回
日
本
一
決
定
戦
」
で
前
回
優
勝
者
と

４
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
者
５
名
に
よ
っ
て
日
本
一
を
争
い
ま
す
。

　

鶴
ケ
崎
さ
ん
は
「
北
日
本
大
会
優
勝
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
き
た
の
で
優

勝
は
素
直
に
嬉
し
い
。
日
本
一
決
定
戦
で
は
挑
戦
者
の
気
持
ち
で
自
分
の
腕
を
試

し
て
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

宝
湖
活
性
化
協
議
会
（
和
田

富
雄
会
長
）
と
Ｐ

－

１
グ
ラ
ン
プ

リ
実
行
委
員
会
（
蛯
名
浩
司
会

長
）
が
９
月
30
日
、
小
川
原
湖
交

流
セ
ン
タ
ー
「
宝
湖
館
」
で
美
味

満
彩
祭
り
と
Ｐ

－

１
グ
ラ
ン
プ

リ
を
同
時
開
催
し
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
で
訪
れ
た
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

来
場
者
増
加
を
目
的
に
、
初

め
て
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
し
、

来
場
者
は
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

な
が
ら
小
川
原
湖
の
幸
・
し
ら

う
お
丼
や
ガ
ニ
汁
、
各
チ
ー
ム

が
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
自
慢

の
ピ
ザ
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
Ｐ

－

１
グ
ラ
ン
プ

リ
で
は
最
も
多
く
食
べ
ら
れ
た

三
沢
商
業
高
校
が
見
事
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

報告に訪れた鶴ケ崎さん（左２）と沼山会長（左）

北日本大会の様子（提供：日本太鼓協会）

決勝戦に挑む天間美嘉さん（提供：広島市ソフトテニス連盟）

全国制覇を報告した天間さん（中央）
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まちの話題

全国大会の抱負を語った新山さん（中央） 清掃活動に汗を流す加盟組合員

全国ベスト16入りへ闘志熱く 組合員が赤川周辺の清掃に努める
新山暖華さん全国大会出場を報告　10月３日 列島クリーンキャンペーン　９月15日

　上北卓球スポーツ少年団の新山暖華さん（上北中１年）
が３日、蛯名鉱治町長を訪ね、９月に行われたJOCジュ
ニアオリンピックカップ2018・13歳以下女子シングルス
青森県予選会の優勝（170人参加）と11月に宮城県で開催
される全国大会出場を報告しました。
　新山さんは昨年に続き県予選会を優勝。予選では同じ
カットマンとの接戦を制するなど自信を付けて全国大会
に臨み、「全国大会ベスト16に向けて練習に励んでいきた
い」と蛯名町長へ抱負を語りました。

　連合青森（内村隆志会長）が15日、列島クリーンキャ
ンペーンを開催し、加盟組合員が乙供地区赤川周辺の清
掃活動に汗を流しました。
　連合青森は産業別組織が集まる県内最大の労働組合組
織で、この日は県内各地から集まった約50人が参加。参
加者は前週に赤川周辺で祭りがあったこともあり、２時
間ほどかけて10袋分のゴミを拾い集めていました。

優勝した喜びを報告した附田さん（右２） 上位をキープした２区の田中伊織選手から３区
の鎌本圭史郎選手へタスキがつながれた

地域の見守りについて話し合う参加者 蛯名町長が蛯名さん夫妻へ感謝状贈呈

嬉しい県初優勝！笑顔の報告 東北中男子３位で東北大会へ

支え合いの地域を目指して 旧上北町出身・蛯名国彦さん（青森市）
10年連続ふるさと納税に寄附

附田美瑠姫さん県大会優勝を報告　10月３日 青森県中学校駅伝競走大会　９月22日

地域づくりフォーラム　９月29日

　上北卓球スポーツ少年団の附田美瑠姫さん（上北小６
年）が３日、蛯名鉱治町長を訪ね、９月に行われた青森
県小学校卓球選手権大会・女子シングルス（249人参加）
で優勝した喜びを報告しました。
　附田さんは同大会で過去２回準優勝。今年は絶対に優
勝すると大会に臨み、得意の前陣速攻スタイルで見事初
優勝を果たしました。
　附田さんは「今回の優勝で自信を持った。今後も大会
があるのですべて優勝を目指したい」と語りました。

　青森県中学校駅伝競走大会が９月22日、北総合運動公
園で行われ、男子16チーム・女子15チームが全国および
東北大会出場を懸けて懸命にタスキをつなぎました。
　男子６区間18.7㌔、女子５区間13.2㌔のコースでタスキ
をつなぐ同大会で、本町から参加した東北中学校男子は
１区から上位をキープし、１時間４分35秒のタイムで３
位に入り、福島県で開催する東北中学校駅伝競走大会出
場を決めました。また、３区の鎌本圭史郎選手が10分33
秒のタイムで見事区間賞を獲得しました。

　高齢化社会の現状を理解し、住民同士の支え合い運動
の構築を目指す「地域づくりフォーラム」が29日、コミュ
ニティセンター未来館で行われ、各町内会から約60人が
参加しました。
　各グループに分かれて行われた井戸端会議では「私た
ちにできる見守りとは？」をテーマに、自身が80歳になっ
た時のことを考えながら活発な意見を交わし、地域の見
守り活動の重要性を認識していました。

　青森市のえびな脳神経クリニックで院長を務める蛯名
国彦さん（旧上北町・新町出身）が９月13日、ふるさと
納税で東北町へ100万円を寄附し、10年連続・計1000万円
の寄附となりました。
　寄附金は、蛯名さんが幼少期に遊んだ小川原湖や花切
川の自然を今の子どもたちに受け継いでいきたいとの願
いから、小川原湖を中心とした自然環境の保全事業等に
使われます。

参加した東北町地区の更正保護女性会の皆さん 東北大会の切符を獲得し、喜び合う選手たち

更正保護活動の功績をたたえる
更正保護女性連盟「秋の集い」　10月13日

　第51回青森県更正保護女性連盟「秋の集い」が13日、
コミュニティセンター未来館で行われ、県内24地区の更
正保護女性会などの会員約500人が参加しました。
　この日はオープニングセレモニーで乙供婦人会・内蛯沢婦
人会・東北町地区更生保護女性会の有志によるスコップ三
味線や甲地婦人会によるナニャドヤラが行われ、その後、更
正保護活動に尽力した112名を表彰し功績をたたえました。
※「秋の集い」は撮影枚数が多いため、広報とうほくＴ
Ｖ版でフォトリポートとして11月に放送します。
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最優秀賞　甲
こう

田
だ

　漸
ぜ

大
ん

　くん

災害等の緊急情報について

東北町管工事協会主催・水道水関係作品コンクール入賞一覧

　災害発生等のおそれがある場合、
・「東北町テレビ」のテロップ
・「東北町ホームページ」の重要なお知らせ
・「東北町公式SNS」のFacebook、Twitter
　で注意喚起や避難所開設の情報を発信します。

■お問い合わせ
　企画課　℡ 0176-56-3111　または　℡ 0175-63-2111

　東北町の水道事業業務を一部委託する協同組合東
北町管工事協会（町屋惠子代表理事）は、生活に欠
かせない水について理解を深めてもらおうと、次の
世代を担う町内保育園児を対象に水道水関係作品コ
ンクールを開催しました。
　『くらしを支える水道水』をテーマに東北地区の
乙供保育園、乙供文化保育園、中央ポプラ保育所の
園児から作品を募集し、このたび７作品が見事入賞
しました。
　出品された園児の作品はマエダストア乙供店に展
示され、買い物に訪れた方々が足をとめて鑑賞して
いました。

東北町テレビのテロップ。テレビ下に表示

優秀賞　甲
こう

田
だ

　珠
じゅ

叶
き

和
や

　くん入　選　蛯
えび

沢
さわ

　愛
あ

心
こ

　ちゃん佳　作　小
こ

坂
さか

　夏
な

愛
な

　ちゃん

入　選　石
いし

田
た

　怜
れ

煌
お

　くん入　選　大
おお

久
く

保
ぼ

　歩
あ

美
み

　ちゃん佳　作　大
おお

森
もり

　龍
りゅう

心
しん

　くん

９月14日の３歳児健診で、むし歯のなかった16名を紹介します。

むし歯のない子

三み　

上か
み　

睦む　

月つ
き　

ち
ゃ
ん

毎日歯みがきがんば
ります！

乙お
と　

部べ　

莉り　

奈な　
ち
ゃ
ん

毎日歯みがき頑張り
ます！

甲か
っ　

地ち　

純す
み　

怜れ　
ち
ゃ
ん

お兄ちゃんと一緒に
はみがき頑張ります！

松ま
つ　

原ば
ら　
　
　

稟り
ん　

ち
ゃ
ん

たつと歯みがきがん
ばりまーす♥

藤ふ
じ　

田た　

琥こ
う　

牙が　
く
ん毎日シャカシャカ歯

みがきがんばります！

蛯え
び　

名な　

奏か
な　

斗と　
く
ん毎日歯みがきがんば

ります！

新に
い　

山や
ま　

莉り　

愛あ
ん　

ち
ゃ
ん

これからも歯みがき
がんばります！

木き　

村む
ら　

杏あ
ん　

菜な　
ち
ゃ
ん

歯みがきがんばりま
す☆

滝た
き　

内う
ち　

勧か
ん　

玄げ
ん　

く
んこれからもお父さんと

歯みがきがんばるぞ！

吉よ
し　

田だ　

悠ゆ
う　

人と　
く
ん歯みがきがんばりま

す！

村む
ら　

田た　
　
　

燈あ
か
り　

く
んこれからも歯みがき

がんばります！

鶴つ
る

ケが

㟢さ
き　

初い
ち　

椛か　
ち
ゃ
ん

妹と一緒に歯みがき
毎日がんばるぞ！

漆う
る
し
　

畑は
た　

心こ　

都と　
ち
ゃ
ん

お姉ちゃんと弟と歯
みがきがんばります！

哘さ
そ
う
　
　
　

惟い

亜あ

慰い　
く
ん歯みがきがんばりま

す！

坂さ
か　

本も
と　

心こ
こ　

音ね　
ち
ゃ
ん

歯みがきがんばりま
す！

坪つ
ぼ　
　
　

明あ
か　

莉り　
ち
ゃ
ん

歯みがきがんばりま
す！
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健康家族

インフルエンザを予防
しましょう！
� 総括保健師　附

つく

田
た

　留
る

美
み

子
こ

事業名 対象者 実施日 受付時間 実施場所

乳児健診
乳児相談

・３～４カ月児（小児科診察）

　（平成30年７月21日～平成30年８月10日生まれ）

＊対象者には個別通知します

11月30日（金）

12：00 ～ 12：15

七 戸 病 院

健 康 管 理

セ ン タ ー

（小児科診察と

股 関 節 脱 臼 検

査 の 日 程 が 別

日になります）

・３～４カ月児（小児科診察）

　（平成30年８月11日～平成30年８月18日生まれ）

＊対象者には個別通知します

12月７日（金）

・股関節脱臼検査

　（平成30年８月11日～平成30年９月１日生まれ）

＊対象者には個別通知します

12月11日（火） 12：00 ～ 12：15

幼児健診

・６カ月児健診

　（平成30年５月、６月生まれ）
12月７日（金） ９：30 ～９：45

上 北 保 健

福 祉 セ ン タ ー

・１歳児健診

　（平成29年11月、12月生まれ）
12月７日（金） 12：30 ～ 12：45

上 北 保 健

福 祉 セ ン タ ー

・５歳児健診

　（平成25年12月生まれ）
12月12日（水） 12：30 ～ 12：45

東 北 町 保 健

福 祉 セ ン タ ー

ほがらか教室 ・初めて参加する方は福祉課地域包括支援セン

ター室までご連絡ください。

毎週水曜日 ９：30 ～ 11：30
上 北 保 健

福 祉 セ ン タ ー

毎週金曜日 ９：30 ～ 11：00
東 北 町 保 健

福 祉 セ ン タ ー

つつじ作業所

・心の病気を治療中で社会復帰を目指している方

および家族の方

（初めて参加する方は申請書等の提出が必要です

ので保健師まで連絡ください。）

毎週

月、水、木、金
10：00 ～ 15：00 中 央 公 民 館

所内健康相談 ・町民 毎週火、木曜日 ９：00 ～ 12：00

上 北 保 健

福 祉 セ ン タ ー

東 北 町 保 健

福 祉 セ ン タ ー

乳幼児健診、予防接種などを受ける際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。

　毎年秋から冬にかけて、インフルエンザが流行
します。インフルエンザは「インフルエンザウイ
ルス」に感染して発症します。
　普通の風邪と違い、突然38℃以上の熱や頭痛、
関節痛、筋肉痛等の症状が出ます。重症化すると
肺炎やインフルエンザ脳症等の重い合併症を引き
起こすこともあります。

インフルエンザから身を守るためには

その１．正しい手洗い
・�外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前等こ
まめに手を洗う。
・ウイルスは石けんに弱いため、石けんを使う。

石けんで洗い終わったら、
十分に水で流し、清潔なタ
オルやペーパータオルで拭
きとって乾かします。

その２．ふだんの健康管理
　インフルエンザは免疫力が弱っていると、感染
しやすく、感染したときに症状が重くなってしま
うおそれがあります。ふだんか
ら、十分な睡眠とバランスのよい
食事を心がけ、免疫力を高めてお
きましょう。

その３．適度な湿度を保つ
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低
下します。乾燥しやすい室内では
加湿器などで適切な湿度（50～
60％）を保つことも効果的です。

その４．予防接種を受ける
　予防接種はインフルエンザを発症する可能性を
減らし、発症したとしても重症化を防ぎます。ワ

クチンの効果は接種後、おおよそ２週間目頃から
５カ月間程度持続します。インフルエンザが流行
する前の12月中旬頃までには予防接種を済ませて
おきましょう。
　東北町では、65歳以上の町民および60歳～64歳
で心臓・腎臓・呼吸器・免疫不全の障害をお持ち
の方に対し、接種費用を助成しています（対象者
の方には個別通知します）。詳しくは今月の広報
とうほく18ページをご覧いただくか、保健衛生課
にお問い合わせください。

■お問い合わせ
　保健衛生課　℡ 0175-63-2001
　上北保健センター　℡ 0176-56-2933

11･12月の健康カレンダー
お問い合わせ：保健衛生課
東北町保健福祉センター　℡ 0175ｰ63ｰ2001
上北保健福祉センター　　℡ 0176ｰ56ｰ2933

163

流水でよく手をぬらした後、石けんをつけ、手のひらを

よくこすります。

手の甲をのばすようにこすります。

指先・爪の間を念入りにこすります。

指の間を洗います。

親指と手のひらをねじり洗いします。

手首も忘れずに洗います。
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お知らせ 東北町議会議員紹介

文 化 賞 表 彰

体育・スポーツ賞

　東北町では、文化やスポーツの普及、振興に尽力した個人、団体および優秀な成績を挙げた方に「文化
賞」「体育・スポーツ賞」を授与します。
　下記の規則を参照し、該当者がありましたらご連絡ください。（小・中学生は除く）

推薦期限　12月20日（木）

◆文　化　賞
　・町の文化の高揚に顕著な功績のあった個人や団体の指導育成に著しい貢献をした者
　・東北６県規模の文化的大会や展覧会などで、最高位の成績を収めた者
　・全国的な文化的大会や展覧会などで、入賞または入選した者
　・芸術的技能が特に優れ、全国レベルで希少価値をもつ者

◆文化功労賞
　・学術、芸術などの普及奨励に特に尽力した者
　・多年にわたり文化活動の養成指導に貢献し、その功績が著しい者
　・芸術、文化などの学術的研究で特に優れ、町の文化向上に寄与した者
　・文化活動の各種大会で優秀な成績を収め、他の模範となる者などの指導育成に特に貢献が認められる者

◆文化奨励賞
　・県内の文化的大会や展覧会などで、最高位の成績を収めた者
　・東北６県規模の文化的大会や展覧会などで、入賞または入選した者
　・前記に準ずる成績を収めた者で、将来も芸術、文化の活動を続けると認められる者
　・芸術的技能が特に優れ、全県的観点で希少価値を認められる者

■お申し込み・お問い合わせ　社会教育課　℡ 0176-56-5180　Fax 0176-56-4235

◆功　労　賞
　・町のスポーツ振興に尽くした者
　・多年にわたり選手の養成や団体の育成指導に尽くした者
　・学校体育の振興に尽くした者
　・体育・スポーツに関する学問的研究などで顕著な成果を挙げた者

◆スポーツ賞
　・国際スポーツ大会に出場した者
　・国民体育大会や各種全国大会に出場し、優秀な成績を収めた者

◆優秀選手賞
　・国民体育大会や各種全国大会に出場した者
　・東北大会やこれに準ずる大会で、入賞した者
　・県大会やこれに準ずる大会で、優秀な成績を収めた者
　・前記のほか、特に優秀選手賞を授与することが適当と認められる者

■お申し込み・お問い合わせ　スポーツ振興課　℡ 0175-63-3500　Fax 0175-63-4477

文化賞、体育・スポーツ賞
候補者の推薦を受け付けます 東北町議会議員を紹介します

９月23日の東北町議会議員一般選挙により選出された16名を紹介します。
※掲載順は（左から右へ）議長、副議長、議席順となっています。

議　員
坂　本　直　大

議　員
沼　山　英　隆

議　員
市　川　俊　光

議　員
甲　地　　　昇

議　員
新　山　忠　幸

議　員
瀬　川　武　春

議　員
米　倉　俊　男

議　員
蛯　沢　正　紀

副議長
田　嶋　　　悟

議　員
沼　山　浩　幸

議　員
岡　山　粕　男

議　員
蛯　澤　正　雄

議　長
笹　倉　　　健

議　員
蛯　名　竜　也

議　員
和　田　勇　人

議　員
蛯　沢　達　也
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農業用免税軽油の免税証申請受け付けが始まります

インフルエンザ予防接種を助成します
　東北町では対象者の方に対してインフルエンザの予防接種を実施します。接種を希望する方は下記期
間内に接種してください。（接種は義務ではなく、あくまで本人の希望によるものです）

◆対　 象 　者
　①65歳以上の町民（昭和28年10月31日までに生まれた方）
　②�60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能障害のある方（身障者手帳を持っている方）

◆費　　　　用…無　料（ひとり１回に限り町で負担）
◆接 種 期 間…11月１日㈭～平成31年１月31日㈭
◆委託医療機関…�ちびき病院・吉田内科医院・小川原湖クリニック・旭日クリニック・すみれ内科クリ

ニック
※�下記の町外医療機関および介護施設に入院・入所している方、訪問診療を受けている方は下記医療機
関で接種が可能です。
　〇公立七戸病院　　〇介護老人保健施設　えぼし　　〇ナーシングセンター柏葉館
※�上記の接種期間内に町が指定する委託医療機関以外で接種した場合は、平成31年２月28日㈭までに申
請することで、町が定める限度額の範囲内にて接種費用の払い戻しができます。

■お問い合わせ　保健衛生課　℡ 0175-63-2001　または　℡ 0176-56-2933

◆受付期間　　11月19日㈪～28日㈬　午前８時半から午後４時30分まで
◆受付場所　　青森県十和田合同庁舎１階　上北地域県民局県税部
◆申請に必要な書類

提　　　出　　　書　　　類 新　規 更　新
（※１） 継　続

１ 免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○
２ 免税証交付申請書 ○ ○ ○
３ 農業用免税軽油交付数量計算書または免税軽油使用計画書 ○ ○ ○
４ 耕作証明書 ○ ○ ○

５ 使用機械の譲渡（販売）証明書またはリース契約書
（使用機械の前後・横・型番部分の写真でも可） ○ △

（※２）
６ 免税軽油の引取り等に係る報告書の提出の期限の特例指定申請書 ○ ○ ○
７ 誓約書 ○ ○
８ 交付されている免税軽油使用者証 ○ ○
９ 県税関係証明等原簿（県証紙400円貼付） ○ ○
10 返信用封筒（切手402円貼付） ○ ○ ○
※１　交付された免税軽油使用者証の有効期限が切れる場合
※２　使用機械が増える場合は提出してください。

■お問い合わせ　上北地域県民局県税部　課税課　℡ 0176-22-8111（内線209）

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

自衛官候補生 18歳以上27歳未満の者 年間を通じて行ってお
ります 12月１日㈯、２日㈰

八戸駐屯地

青森駐屯地

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

（一般）

中卒（見込含）
17歳未満の男子

11月１日㈭
～平成31年１月７日㈪ １次 平成31年１月19日㈯

青森駐屯地
弘前医療福祉大学

小中野公民館（八戸）など

２次 平成31年２月１日㈮
　　　～２月４日㈪

青森駐屯地
八戸駐屯地

貸費学生

大学の理学部・工学部の３年、
４年次または大学院（専門職大
学院を除く）修士課程に在学し、
下記の学科を専攻している方が
対象。※１

11月１日㈭
～平成31年１月７日㈪ 平成31年１月26日㈯ 仙台駐屯地

※１　�電気工学・通信工学・電子工学・機械工学・航空工学・金属工学・応用物理学・化学・応用化学・数学・物理学・繊維工学・農芸化学・
建築学・精密工学・制御工学・情報工学・船舶工学・海洋工学（海上自衛隊要員のみ）

　（注）�学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格該当する場合があります。また、専攻学科については名称のいかんを問わ
ず上記学科に相当するものを含みます。

■　細部については、下記までお問い合わせください。
〒033－0037　　　 三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース松園店隣）
　　　　　　　　　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　　　　　　　　　電話、ＦＡＸ　0176-53-1346（平日８：45～17：30）
　　　　　　　　　e-mail：aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

この今を、未来を、守る　～自衛官等募集～

軽自動車等の手続きについて
　廃棄、紛失、譲渡または譲り受けなどをした軽自動車等（課税されているもの）で届け出していない車
両がありましたら、下記一覧を参照のうえ、手続きをお願いします。
　特に軽自動車、二輪の小型自動車で車検（自動車検査）の有効期限が切れている場合は継続検査、名義
変更または廃車などの手続きをお願いします。

◆軽自動車等取扱一覧

区　　　分 詳　　　　　細 手続き・お問い合わせ・電話番号

原動機付自転車 50ccから125㏄の原動機付自転車
税務課
　℡ 0176-56-3111　または
　℡ 0175-63-2111

小型特殊自動車 トラクター・コンバイン・タイヤショ
ベル・フォークリフトなど

二輪の小型自動車 250㏄を超えるバイク 八戸自動車検査登録事務所
　℡ 050-5540-2009

軽　自　動　車
（軽二輪含む）

軽四輪乗用自動車および貨物自動車・
125㏄を超え250㏄以下のバイクなど

社団法人全国軽自動車協会連合会
青森事務取扱所八戸支所
　℡ 0178-51-2560

■お問い合わせ　税務課　℡ 0176-56-3111　または　℡ 0175-63-2111
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三　沢　市
◆企画展『寺山修司　不思議図書館』
・と　き　①開催中～12月９日㈰まで
　　　　　②12月13日㈭～31年３月31日㈰
・ところ　寺山修司記念館
・問合せ　寺山修司記念館
　　　　　℡ 0176-59-3434

十 和 田 市
◆現代美術館開館10周年企画展
　『毛利悠子　ただし抵抗はあるものとする』
・と　き　開催中～平成31年３月24日㈰
・ところ　十和田市現代美術館
・問合せ　十和田市現代美術館
　　　　　℡ 0176-20-1127

おいらせ町
◆第13回日本一のおいらせ鮭まつり
・と　き　11月17日㈯　９：30～16：00
　　　　　11月18日㈰　10：00～15：30
・ところ　しもだサーモンパーク
・問合せ　おいらせ鮭まつり実行委員会
　　　　　℡ 0178-56-4703

七　戸　町
◆絵馬コン
　バイキングを楽しみながらの独身者向け交流イベント
です。詳しくはお問い合わせください。
・料　金　男性2,500円・女性1,500円
・と　き　12月１日㈯
・ところ　道の駅しちのへ内「レストラン絵馬」
・問合せ　㈱七戸物産協会（道の駅しちのへ）
　　　　　℡ 0176-62-5777
　　　　　Fax 0176-62-5779
　　　　　Mail：h-kmichi7@email.plala.or.jp

小　坂　町
◆クリスマスマーケットin小坂2018
・と　き　12月１日㈯～22日㈯　毎週土曜日
・ところ　明治百年通り（天使館周辺）
・問合せ　小坂町役場観光産業課
　　　　　℡ 0186-29-3908
　　　　　小坂まちづくり株式会社
　　　　　℡ 0186-29-5522

11月の番組内容紹介
◆ニュースフラッシュとうほく
◆各課のお知らせ
◆広報とうほくフォトリポート
◆今月のいきいき教室
◆昭和の東北町
◆イベントチャンネル
　①第51回東北町湖水まつり
　②アロハフラ in 小川原湖 2018
　③小川原湖 Yosakoi まつり 2018
　④東北町秋まつり
　⑤東北町日の本中央まつり
　＊毎日、番組放送内容をずらして放送します。
　＊放送内容は変更となる場合があります。

■お問い合わせ　企画課　℡ 0176-56-3111

東北町テレビ
（放送時間6：00 ～ 22：00）

子ども・子育て支援事業計画策定
に係わるニーズ調査を実施します

　東北町第２期子ども・子育て支援事業計画（計
画期間：平成32～36年度）策定のための基礎調査
（アンケート調査）を実施することになりました。
　調査対象者は就学児童（小学生）の保護者と、
未就学児童（０～６歳）の保護者の方が対象にな
ります。（兄弟のいる世帯は１番下の児童が対象に
なります）
　調査実施期間は平成30年11月中旬から11月末ま
でで、調査票は小学校、保育施設等を通じて配
布・回収します。
　町民の皆さまの意見を反映し、より良い子ど
も・子育て支援サービスの実現を目指すため、ア
ンケート調査にご協力とご理解をよろしくお願い
します。

■お問い合わせ
　福祉課児童福祉係　℡ 0176-56-3111（内線521）

小川原湖防災フォーラムを開催します家屋の新築・取り壊しの際は、必ず税務課へ

青森県最低賃金改定のお知らせ

『新４Ｋ８Ｋ衛星放送』への対応について

11月25日～12月１日は「犯罪被害者週間」
～たすけあい すこしのゆうき ひろがるきずな～

　昭和33年９月の台風22号による小川原湖周辺の
被害や全国各地で同時期に発生した惨事を「絶対
忘れない災害」として記憶されることを祈念し、
小川原湖防災フォーラムを開催します。
　日時：11月15日㈭　13：30～16：30 ※12：30～受付
　会場：東北町民文化センター
◆記念講演
　千種ゆり子さん（株式会社ウェザーマップ
　　　　　　　　　気象予報士・防災士）
　『台風・豪雨災害に対する心構え、
� 最新の防災情報の利活用について』

◆基調講演
　佐々木幹夫さん（八戸工業大学大学院教授）
　『高瀬川水系の自然災害』

◆学習発表会
　上北小学校の児童による『私たちの防災宣言』

◆パネルディスカッション
　『絶対に忘れない災害から60年
� ～水防災意識社会の再構築に向けて～』

■お問い合わせ
　小川原湖防災フォーラム実行委員会事務局
　高瀬川河川事務所　℡ 0178-28-8944

　東北町テレビ（デジタル共同受信施設）では平
成30年12月１日開始の『新４Ｋ８Ｋ衛星放送』へ
の完全対応をしないことをお知らせします。
　４Ｋ対応のテレビと新４Ｋ８Ｋ衛星放送対応
チューナーなどがあれば『新４Ｋ８Ｋ衛星放送』
の一部チャンネルは視聴可能です。
※�衛星放送を視聴する場合はＮＨＫと衛星放送契
約を結ぶ必要があります。

◆�新４Ｋ８Ｋ衛星放送を詳しくお知りになりたい
方は
　放送サービス高度化推進協会
　「新４Ｋ８Ｋ衛星放送コールセンター」
　℡ 0570-048-001　まで

■デジタル共同受信施設（東北町テレビ）について
　お問い合わせ　企画課　℡ 0176-56-3111

　家屋の固定資産税は、毎年１月１日に所有する
建物に課税されます。家屋（住宅以外の車庫や物
置なども家屋の対象となる場合があります）を新
築または床面積が変更になる増築をした方は、必
ず税務課まで届け出てください。
※�税務課の家屋調査を受けていない場合は、早め
にお問い合わせください。また、未登記の家屋
を取り壊した場合や床面積が変更になる減築
（一部滅失）をした場合、所有者が変更になった
場合は、必ず税務課に届け出てください。

土地や家屋の所有者が死亡したときは
手続きが必要です

　死亡した方が東北町の土地や家屋の所有者の場
合は税務課で相続人代表者指定などの手続きをす
る必要があります。まだ手続きが済んでいない相
続人の方はお問い合わせください。

■お問い合わせ　税務課　℡ 0176-56-3111

時間額　762円（平成30年10月４日から）

◆�青森県最低賃金は、青森県内で働くすべての労
働者に適用されます。ただし、製造業と小売業
の一部には、特定（産業別）最低賃金が定めら
れています。

■お問い合わせ
　青森労働局労働基準部賃金室
　℡ 017-734-4114　Fax 017-734-5821

　被害者の方たちが穏やかな生活を送れるよう、
皆さまのご理解が必要です。

■お問い合わせ
　青森県警察本部犯罪被害者支援室
　℡ 017-723-4211
　七戸警察署
　℡ 0176-62-3101
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☆ハガキに住所・氏名・年齢・
電話番号と答えを書いて送って
ください。応募の際、広報など
についてのご意見もお待ちして
おります。
☆応募先－〒039－2492
　東北町上北南四丁目32－484
　役場企画課「クイズに挑戦」係
☆応募締切－11月26日㈪

　Ｐ－１グランプリで優
勝したのは～高校？
� （ヒントＰ９）

　災害発生等のおそれが
ある場合、東北町テレビの～
で情報を発信？
� （ヒントＰ12）

　日本年金機構では毎月
11月を～月間と位置付けてい
る？
�  （ヒントＰ23）

10月号の答え
①２人
②４歳
③＠Tohoku_Town

10月号当選者
○蛯　名　幸　子　さん
○山　本　由　香　さん
○川　村　ゆづき　さん
○蛯　沢　知　子　さん
○髙　山　広　子　さん

国民年金 募　　集 支　　援 相　　談 講　　習

お知らせ

■お問い合わせ
福祉課　℡ 0176-56-3111

東北町心配ごと相談所
次回の相談日は

時　間：午前９時30分
　　　　～午前11時30分
場　所：保健福祉センター
　　　　相談室
問合せ：社会福祉協議会
　　　　℡ 0175-63-2717

12月19日(水)

今月の

と　き：11月17日（土）

　　　　　　午後２時～

ところ：町立図書館

　　　　乙供分室

　　　　（中央公民館内）

問合せ：町立図書館

　　　　℡ 0176-56-2261

おはなし会

～人権、行政相談～

・時間　午前10時～正午
・場所　東北町役場
　　　　本庁舎２階和室

12月３日（月）

防災行政無線放送の
確認はこちらから！

（フリーダイヤル）℡ 0800-800-9922

・時間　午前10時～正午
・場所　コミセン未来館

12月17日（月）

　日本年金機構では、厚生労働省
と協力して、毎年11月を「ねんき
ん月間」と位置付け、国民の皆さ
まに公的年金制度に対する理解を
深めていただくための普及・啓発
活動を行います。

◆�全国各地で「出張年金相談窓
口」を開設し、年金相談を実施
◆�大学・高校などの教育機関や
事業所等へ出向き、「年金セミ
ナー」や「年金制度説明会」を
開催

　また11月30日は、ご自身の年金
記録や年金受給見込額を確認し、
老後の生活設計に思いを巡らして
いただく「年金の日」です。ぜひ、
この機会に「ねんきんネット」を
ご利用ください。「ねんきんネッ
ト」のご利用は、日本年金機構
ホームページからお願いします。
https://www.nenkin.go.jp/n_net/

■お問い合わせ
　青森年金事務所
　℡ 017-734-7495

◆業務内容
　…�冬季間（12月～３月）の公園
内における管理棟・休憩棟の
清掃、屋外便所の清掃、ゲレ
ンデ整備、簡易リフト運転助
手、建物周辺の除雪、火器管
理ほか

◆募集人員…１名程度
◆応募資格
　…下記の条件を満たしている
　　・東北町民であること
　　・�健康に自信があり、スノー

モービル運転可能な方
◆任用期間
　…�平成30年12月末～平成31年３
月上旬までのうち、70日程度

◆勤務時間等
　…�午前10時～午後９時までの間
で５～８時間程度の勤務。

　　※祝祭日勤務あり
◆募集締切
　…12月10日㈪　※履歴書提出

■お問い合わせ
　スキークラブ事務局　乙供
　（役場本庁舎福祉課分室内）
　℡ 0176-56-3111（内線130）

　「自分に合う仕事が分からな
い」、「働きたいけど自信がない」
など、様々な悩みを抱えている方
やそのご家族を対象に、就労や自
立について相談（登録無料）を受
け付けています。継続的な各種支
援（セミナー・就労体験）も行っ
ています。
◆�対象…15歳～39歳までの働くこ
とに悩みを抱えている方・家族
◆時間…月～土　10：00～18：00
　（日・祝祭日・年末年始を除く）
◆�支援の流れ…①相談受付→②個
別相談（キャリア相談含む）→
③各種支援→④就職決定

■お問い合わせ
　�はちのへ若者サポートステー
ション
　（八戸市十三日町４－１－１F）
　℡ 0178-51-8582
　Fax 0178-51-8583

　レイプや強制わいせつなど、性
犯罪・性暴力の被害にあわれた方
やそのご家族などからの相談を受
け、要望に応じた必要な支援を
コーディネートします。
◆りんごの花ホットライン
　℡ 017-777-8349
　※専門の相談員が対応します。
◆相談受付時間
　月・水　10：00～21：00
　火・木・金　10：00～17：00
　（祝日・年末年始を除く）

■お問い合わせ
　青森県青少年・男女共同参画課
　℡ 017-734-9228

◆主催
　青森県下水道協会
◆講習日時
　平成31年１月15日㈫～25日㈮
◆受講会場
　〇配管工認定講習
　　青森市、弘前市、八戸市
　〇責任技術者・配管工更新講習
　　�青森市、むつ市、弘前市、五
所川原市、八戸市

◆申し込み
　下水道課で準備している申込書
に必要事項を記入し、必要書類を
添えて下水道課に提出。（郵送不
可）
◆受講手数料
　配管工認定講習…７千円
　責任技術者更新講習…７千円
　配管工更新講習…５千円
　※振り込み手数料が別途必要
◆申込受付日
　11月８日㈭～11月30日㈮
　（土・日曜日、祝日を除く）

■お問い合わせ
下水道課　℡0176-56-3111

　毎年、一般家庭や事業所のホー
ムタンクから灯油が漏れて川や水
路に流出する事故が発生していま
す。
　油漏れを起こした場合や発見し
た場合は、ご連絡ください。

■お問い合わせ
　保健衛生課　℡ 0176-56-2933
　　　　　　　℡ 0175-63-2001

11月は「ねんきん月間」

11月30日(いいみらい)は

「年金の日」です！

みどりの大地とロマンの森

公園管理人を募集します

働くことに悩みを抱えてい

る若者支援を行っています

あおもり性暴力被害者支援

センターを開設しています

配管工認定講習、責任技術

者・配管工更新講習の開催

油の流出事故にご注意！

11月30日（金）は
固定資産税４期、国民健康保険
税５期の納期限です。
忘れずに納めましょう。
■お問い合わせ
固定資産税…税務課
℡ 0176-56-3111（内線511）
国民健康保険税…町民課
℡ 0176-56-3111（内線546）

納税期限のお知らせ
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お知らせ

東北町立図書館から 新着図書 のお知らせ

◆一般図書

書　　　　　　名 作　者　名　な　ど

給食アンサンブル 如月かずさ

月の満ちかけをながめよう 森　　雅之

どんぐりむらのいちねんかん なかやみわ

（10月　新着案内本）

※その他、図書館に一般書・児童書100冊

開館時間

休 館 日

◆東北町立図書館　午前９時15分～午後６時　℡ 0176-56-2261
◆東北町立図書館乙供分室（中央公民館図書室）
　月・水・金（午前10時～午後６時）　木・土・日（午前９時15分～午後５時）
　℡ 0175-63-2741

火曜日・祝祭日・蔵書点検・年末年始

書　　名 著者名など 書　　名 著者名など

ドアを開けたら 大崎　　梢 文豪たちのラブレター 別冊宝島
編集部編

僕は金になる 桂　　望実 はじめてでもおいしく作れる
フライパン煮物 河野　雅子

影ぞ恋しき 葉室　　麟 天使が住みたい冷蔵庫・
悪魔が住んじゃう冷蔵庫 番場　智子

愛なき世界 三浦しをん もらってHappy！楽しく作れる！
手作りのポップアップカードBOOK 鈴木　孝美

グリーン・グリーン
《新米教師二年目の試練》 あさのあつこ （10月　新着案内本）

◆児童図書＆絵本
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平成30年９月届出分

清水目　いろは（上清水目・儀　紀）

向　井　慎
しん

之
の

助
すけ

（外蛯沢・　将　）

吹　越　琥
こう

乃
の

介
すけ

（滝　沢・伸　也）

中　村　　　澪
みお

（乙供栄町・龍　弥）

蛯　名　柚
ゆ

　月
ずき

（旭　町・智　樹）

鳥谷部　いろは（緑　町・彰　洋）

尾　形　綾
あや

　斗
と

（菩提寺・裕　貴）

尾　形　　　樹
いつき

（菩提寺・裕　貴）

木　村　諒
りょう

　真
ま

（戸　舘・洸　大）

阿　部　光
ひか

　莉
り

（旭　町・祥　希）

“戸籍の窓”は原則町内に住所のある方を掲載していますが、
東北町役場へ届け出た方で希望する方を掲載しています。

楢　㟢　政　浩　34�（八　幡）

小　林　時　男　82�（大　浦）

土　橋　五　郎　84�（新　町）

佐々木　アヤメ　91�（徳万才）

蛯　名　タ　キ　92�（南　町）

坂　本　ちま子　80�（南　町）

蛯　名　長一郎　67�（上　野）

蛯　沢　秀　男　93�（内蛯沢）

滝　沢　　　盛　66�（横　沢）

小　泉　正　一　85�（豊　栄）

渡　辺　優　子　50�（土　橋）

漆　戸　石五郎　85�（表　町）

甲　田　一　雄　82�（乙供本町）

蛯　名　六太郎　82�（新　町）

◆救急車出動件数《９月》
（　）内は１月からの累計

　　　　　　　　45件（　490件）

◆町の交通事故《９月》
（　）内は１月からの累計

人身事故………　 1件（　 19件）

負 傷 者………　 1人（　 20人）

死　　亡………　 0人（　　1人）

◆町の火災《９月》
（　）内は１月からの累計

建　　物………　 1件（　　5件）

林　　野………　 0件（　　2件）

車　　両………　 0件（　　0件）

そ の 他………　 0件（　　1件）

　男………… 8,588人〔△101人〕

　女………… 9,210人〔△107人〕

　計…………17,798人〔△208人〕

世帯数……… 7,255戸〔　 12戸〕

出　生………　　12人（　 80人）

死　亡………　　19人（　205人）

転　入………　　35人（　372人）

転　出………　　17人（　381人）

※�法改正により、住所を有する外国
人も含まれる数字が記載されま
す。

◆町の人口《９月分》
〔　〕は、昨年同期との比較増減。

 ※（　）内は１月からの累計

東北町公式 ＳＮＳ
～まちの話題やお知らせを情報発信します～

「いいね！」をお願いします！ 「フォロー」をお願いします！

東北町　フェイスブック 検 索 東北町　ツイッター 検 索
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第２子以降を出産された方に
赤ちゃん祝金を支給しております。
（支給には条件がございます）
◆第２子　　　　25万円
◆第３子以降　　35万円

※詳細はお問い合わせください。

～申請はお済みですか？～

赤 ち ゃ ん 祝 金

■お問い合わせ
福祉課　℡ 0176-56-3111

♥（ ♥（蛯　澤　曜　平（内 蛯 沢）
蛯　名　美　夏（上　　野）

岡　山　拓　真（花 向 町）
駒　形　里　帆（花 向 町）
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パパ　野　土　　学　　さん
ママ　　　　　留　美　さん

パパ　下久保　哲　兵　さん
ママ　　　　　なつみ　さん

最近ご飯をたくさん食べてくれるように
なってきました。どんどん大きくなって
ね。

声を出して笑うようになりました。お母
さんは泣き顔も好きです♥元気に育って
ね！

長男〔１歳〕陸
りく
くん 長女〔６カ月〕凛

りん
ちゃん

添ノ沢 旭　町

　今春に結成した東北クラブ（長久保博監督）の選手が10月
16日、東北町役場の蛯名鉱治町長と沼尾一秋教育長を訪ね、
三沢市で行われた第11回楽天イーグルス杯東北少年野球青森
県大会（16チーム参加）の優勝を報告しました。
　同クラブは青森県代表として、11月10日から宮城県で開催
される楽天イーグルス杯東北６県少年野球代表大会に出場。駒
澤綸輝主将は「青森県で一番の声と全員野球で初戦突破し、東
北クラブとしての歴史を刻みたい」と気合十分で抱負を語りま
した。

東北クラブ　全員野球で東北大会必勝を誓う
楽天イーグルス杯東北少年野球・県大会優勝報告および東北大会出場報告


